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はじめに 

丹波市氷上町石生にある水分れフィールドミュージアムでは、丹波市の自然や農業を取り巻く環境

学習の一環として、2021年から 2022年までの２年間の間、館近辺の圃場を借用して「子ども農業体験

教室」を実施していた。事業で使った水田は、加古川水系の最上流部にあたる「高谷川」から引水をし

ていたため、水温が低く稲作に適さない条件であった。そこで、水を温めるための池を創出し、同時に

「子ども農業体験」の環境学習プログラムのひとつとして、池の生物調査を実施するようになった。 

 農業体験事業は 2022年に終了したものの、創出した池はビオトープとして残し、2024年 12月まで

生き物の捕獲調査を継続した。 

 これまで継続してきたビオトープ調査を今年度で終了することになったため、約 4 年分のデータを

個体数と多様度指数の推移をグラフで可視化し、調査の思い出や写真を「生き図鑑」と「生き物日記」

としてまとめ、「水分れビオトープヒストリー」として紹介する。 

 

 

調査地 

取水口に近い方の池をビオトープ 1、細い水路を介し、水田に引水するための池をビオトープ 2とし

た（図１）。ビオトープ１には水路から直接水が入るため、葉が多く砂利があった。ビオトープ 2 は

ビオトープ 1を経由した水が流れ込むため泥が多く、水温はビオトープ１に比べて高い。 

 

図１ 創出したビオトープ 

 

調査方法カエルとアメンボは目視で数を数えて記録した。その他の生物はビオトープの底の泥を

1cmほどの深さで４回すくい、捕獲した生物の種と個体数を記録した。2021年６月～2024年 12月まで

の期間、月に 2度の調査をおこなった。 

調査回毎に、総個体数とシンプソンの多様度指数を算出し、グラフ化した。 

 

シンプソンの多様度指数：ランダムに選出した２個体が異なる種である確率を表す数 

  



 

 

結果 

各調査回の生物総個体数と算出した多様度指数の結果を図２、図３に示す。個体数が顕著に増えて

いるときは、多様度指数が低くなる傾向があった。このことから、ビオトープで生物が増える時期は、

特定の生物種が増える傾向にあることが示唆された。 

2024年２月はミズムシが大量発生したため個体数が顕著に増え、多様度が低くなった。印象的だっ

た調査回については、後述する「生き物日記」にまとめる。 

取水口から距離があり水温が高い環境のビオトープ２は、2022年までビオトープ１と比較して捕獲

できる生き物の個体数が多い傾向にあったが、2023年からは逆転した。 

 

 

図２ ビオトープ１で得られた生物の総個体数と多様度指数の変化 

 

図３ ビオトープ２で得られた生物の総個体数と多様度指数の変化 

 

 

2021年6月12日
ビオトープ１

2022年6月26日
ビオトープ１

2023年6月10日
ビオトープ１

2024年2月18日
ビオトープ１

2021年6月12日
ビオトープ２

2022年6月26日
ビオトープ２

2023年6月10日
ビオトープ２

2024年2月18日
ビオトープ２

1960 830 



 

 

 

図４ ビオトープで捕獲した生物（抜粋） 

考察 

４年間の調査をまとめて、ビオトープ 1 とビオトープ２では隣り合う環境であるにもかかわらず、

捕獲できる生き物の数や種類に差があることがわかった。ビオトープ２は水温が高く泥が多いためか、

ドジョウやオタマジャクシの数が多い傾向があった。 

2023年から水の供給が安定しなくなり、ビオトープ２の水が干上がることがあった。2023年からビ

オトープ１がビオトープ２よりも捕獲個体数が増えたのは、川の水が直接流れ込んでいるビオトープ

１にビオトープ２から生物が逃げ込んできたためと考えられる。 

 

課題 

 借用していた圃場を返却し、来年度からは場所を移してビオトープを創出し直し、調査を継続する。

これまで調査した経験から、水温やビオトープの底の環境によって捕獲できる生き物に違いが出るこ

とがわかったので、次年度からは泥のある区画、落ち葉のある区画など、特定の環境を保持して捕獲

できる生き物に差が生じるか調べていきたい。 

 

 

図５ 水分れビオトープ生き物図鑑（抜粋）：捕獲したことのある生き物を各自で調べてまとめた 

 



 

 

 

図６ 水分れビオトープ生き物日記（抜粋）：各季節の印象的だった出来事の紹介 


